
　

そ
れ
ぞ
れ
に
鉢
巻
を
し
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
た
参
加
者
が
、

続
々
と
集
ま
っ
て
く
る
。
会
場
に
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
の
ぼ

り
や
む
し
ろ
旗
が
立
ち
並
ぶ
。
皆
一
様
に
緊
張
し
た
表
情
が

見
て
取
れ
る
。

　

十
一
月
十
日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参
加
を
阻
止
し
日
本
の

食
を
守
る
緊
急
全
国
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
の
東
京
・

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
三
千
名
を
越

え
る
農
業
者
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
で
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

大
会
は
、
茂
木
Ｊ
Ａ
全
中
会
長
の
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
絶
対
に
認

め
ら
れ
な
い
」
と
の
挨
拶
と
と
も
に
開
催
さ
れ
た
。
更
に
各

団
体
の
決
意
表
明
・
連
帯
の
挨
拶
が
続
き
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
の
特
別
決
議
」
の
後
、
中
央
官
庁
街
を
デ
モ
行
進
。
参
加

者
は
拳
を
振
り
上
げ
、
精
一
杯
の
怒
り
の
声
を
上
げ
て
い
た
。

　

菅
政
権
は
、
我
国
の
進
路
を
大
き
く
左
右
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
の
対
処
方
針
の
提
言
を
、
十
一
月

四
日
に
取
り
ま
と
め
る
と
、
九
日
の
閣
議
で
「
包
括
的
経
済

連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
」
決
定
し
た
。
こ
の
中
で
、「
国
内

の
環
境
整
備
を
早
急
に
進
め
、
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す

る
」
と
し
、
非
関
税
障
壁
を
撤
廃
す
る
た
め
、
来
年
６
月
ま

で
に
「
具
体
的
方
針
を
決
定
す
る
」
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
原
則
十
年
以
内
に
百
％
の
品
目

で
関
税
撤
廃
を
め
ざ
す
、
広
域
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

で
あ
る
。

　

農
水
省
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
場
合
の
、
国
産
農
産
物
十
九

品
目
へ
の
影
響
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
米
・
麦
そ

し
て
畜
産
は
九
十
九
～
七
十
五
％
生
産
量
が
落
ち
込
み
、
こ

の
十
九
品
目
で
、生
産
額
は
四
兆
千
億
円
減
少
す
る
。
そ
し
て
、

農
業
及
び
関
連
産
業
の
従
事
者
、
三
百
四
十
万
人
の
失
業
を

予
想
す
る
。

　

更
に
、
自
給
率
は
現
在
の
四
十
％
か
ら
十
四
％
ま
で
下
が

り
、
こ
の
試
算
で
推
移
す
れ
ば
、
我
国
の
農
業
は
確
実
に
壊

滅
す
る
。

　

政
府
は
本
年
３
月
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
で
、

食
料
自
給
率
50
％
を
約
束
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
っ
た
く
の
デ

タ
ラ
メ
だ
っ
た
の
か
。
今
、
国
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

せ
せ
ら
ぎ
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せんだん轟の滝(八代市泉町：写真提供　熊本県)
昔、滝周辺に栴檀の大木があった事からこの名前が付いた
と言われており、「日本の滝百選」にも選ばれている落差
70 ｍの名瀑である。五家荘では滝のことを轟（とどろ）と
言い、紅葉の時期にはすばらしい景観を見ることができる。
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・TPP 参加に断固反対！
・生産部会長・中核農家代表ら、農政

問題を協議！
・玉名総支部活動報告
・ガンバッテいます
（光崎修一さん、川上ミキエさん）

・各連合会からのお知らせ
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事です。現在は、米国、オーストラリアなど 5 カ国が参加を表明しており、2011 年 11 月の合意を目指して 9 カ国で交渉中です。なお、
この協定に加盟するためには、参加表明したうえで関係国すべてから交渉参加の同意を取り付ける必要があります。
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１
．
新
た
な
基
本
計
画
の
概
要

　

食
料
・
農
業
・
農
村
が
果
た
す
べ
き
役
割

と
目
指
す
べ
き
政
策
方
向
を
提
示
す
る
た
め
、

①
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
、
②
農
業
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
、
③
農
業
の
持
続

的
な
発
展
、
④
農
村
の
振
興
―
を
基
本
理
念

と
す
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が

平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

理
念
や
基
本
施
策
の
方
向
を
具
体
的
に
実
行

に
移
す
た
め
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

⑴
新
た
な
基
本
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

・
国
家
の
最
も
基
本
的
な
責
務
と
し
て

食
料
の
安
定
供
給
を
確
保

・
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
を
日
本
の

国
家
戦
略
と
し
て
位
置
付
け

・
国
民
全
体
で
農
業
・
農
村
を
支
え
る

社
会
の
創
造

⑵
新
た
な
基
本
計
画
の
3
つ
の
柱

①
戸
別
所
得
補
償
制
度

　

農
業
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
と
食
料

自
給
率
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
農
産
物
の

販
売
価
格
と
生
産
費
の
差
額
の
支
払
い
を
基

本
と
し
た
「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
を
創
設
。

②
農
業
・
農
村
の
6
次
産
業
化

　

農
業
者
に
よ
る
生
産
・
加
工
・
販
売
の
一
体

化
や
、
農
業
と
第
2
次
・
第
3
次
産
業
の
融

合
等
に
よ
り
、
農
山
漁
村
に
由
来
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
「
資
源
」
と
、
食

品
産
業
、
観
光
産
業
な
ど
を
結
び
つ
け
る
農

業
・
農
村
の
6
次
産
業
化
を
推
進
。
こ
れ
に

よ
っ
て
付
加
価
値
の
多
く
の
部
分
を
農
山
漁

村
地
域
に
帰
属
さ
せ
、
農
林
漁
業
を
活
性
化
。

③
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
生
産
体
制

　

食
の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼
確
保
に
向
け

て
、「
後
始
末
よ
り
未
然
防
止
」
の
考
え
方

を
基
本
に
、
食
品
の
安
全
性
向
上
や
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
取
組
み
を
拡
大
。
ま
た
、

加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
表
示
に
関
す
る
義

務
付
け
を
着
実
に
拡
大
す
る
ほ
か
、
リ
ス
ク
管

理
機
関
を
一
元
化
し
た
「
食
品
安
全
庁
」
の

検
討
を
明
記
し
、
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
構
築
。

２
．
3
つ
の
政
策
に
よ
る
農
業
の
活
性
化

①
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
保
全

　

農
業
・
農
村
は
、
安
全
・
安
心
な
国
産
農

産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
食
料
の
安
全
保

障
機
能
を
担
う
と
と
も
に
、
多
面
的
機
能
を

有
す
る
国
民
共
有
の
財
産
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
農
業
・
農
村
は
、
経
済
的
お
よ

び
社
会
的
な
疲
弊
に
直
面
し
、
多
面
的
機
能

を
発
揮
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
無
償
で
提
供

さ
れ
て
き
た
機
能
の
価
値
を
評
価
し
、
農
業
・

農
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
国
民
全
体
で

支
え
る
、
新
た
な
直
接
支
払
い
制
度
を
創
設

す
る
必
要
が
あ
る
。

②
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

　

世
界
の
食
料
需
給
が
過
剰
か
ら
構
造
的
な

逼
迫
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
か
ら

食
料
の
安
定
供
給
に
よ
る
食
料
安
全
保
障
の

確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
産

物
価
格
の
低
迷
や
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
等

か
ら
農
業
所
得
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
直
接
支
払
い
制
度
を

下
支
え
と
し
、
食
料
の
増
産
や
安
定
供
給
に

○
「
こ
れ
か
ら
の
農
政
の
動
き

と
課
題
に
つ
い
て
」

生
産
部
会
長・中
核
農
家
代
表
ら
、

農
政
問
題
を
協
議
！

　

県
農
政
連
は
、
９
月
29
日
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
生
産
農
家
や
県
青
協
専

門
部
会
代
表
な
ど
約
50
名
の
参
加
を
得
て
合
同
会
議
を
開
催
。
安
武
孝
之
農
政
連
副
委

員
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
農
業
の
現
状
・
課
題
や
国
・
県
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
に
先
立
ち
、
Ｊ
Ａ
全
中
農
政
部
次
長

の
金
井
健
氏
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

努
力
し
た
生
産
者
に
対
す
る
経
営
所
得
安
定

対
策
な
ど
、
作
物
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
品
目

政
策
を
確
立
し
経
営
の
安
定
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
生
産
性
の

向
上
と
付
加
価
値
の
増
大
に
取
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
更
な
る
農
業
所
得
の
増
大
を
図
る

政
策
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

③
意
欲
的
担
い
手
の
確
保
と
育
成

　

農
業
を
活
性
化
し
、
農
業
・
農
村
の
持
続

的
発
展
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
将
来
を
担

う
意
欲
あ
る
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
災
害
に
よ
る
打
撃
や

豊
作
、
需
要
減
な
ど
に
よ
る
価
格
低
下
が
、

意
欲
あ
る
担
い
手
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
経
営
の
継
続

が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
意
欲
あ
る
担
い

手
に
対
す
る
価
格
や
収
入
の
変
動
が
経
営
に

与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
対
策
や
金
融
・
税
制
面
で
の
支
援
な
ど
、

経
営
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

【3 つの政策による農業の活性化（イメージ図）】

販売収入

＋

政策支援

担い手
セーフティネット

対策

食料安全保障・多面的機能に対する支払い（地目別）

需給・価格
安定対策

所得確保対策

〔品目政策〕

▲挨拶をする安武副委員長
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〇
各
分
科
会
の
要
望
事
項

　

講
演
終
了
後
、「
水
田
・
営
農
」、「
野
菜
」、

「
果
樹
・
特
産
」、「
畜
産
・
酪
農
」
の
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
課
題

や
意
見
・
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
熱
心
に
討

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
分
科
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を

取
り
ま
と
め
て
、「
平
成
23
年
度
県
農
業
政
策
・

予
算
に
関
す
る
要
望
書
」等
に
反
映
さ
せ
、国
・

県
や
各
政
党
に
対
し
て
要
請
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

水
田
・
営
農

１
．
米
価
の
安
定
（
需
給
調
整
対
策
）、
コ
ス
ト

低
減
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

米
価
下
落
に
柔
軟

に
対
応
す
る
対
策
を
国
に
働
き
か
け
る
と
共
に
、

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
の
検
証
を
図
る
こ
と
。

２
．
米
消
費
拡
大
対
策
と
し
て
、
米
飯
学
校
給
食

の
県
産
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
米
料
理
教
室
・

試
食
会
・
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む
と
共
に
、
米

を
原
料
と
し
た
代
替
燃
料
・
飼
料
等
の
新
規
開

発
を
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

３
．
安
全
・
安
心
等
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

特
徴
あ
る
米
づ
く
り
に
対
す
る
助
成
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

４
．
集
落
営
農
、
大
規
模

米
作
農
家
に
対
す
る
メ

リ
ッ
ト
措
置
（
担
い
手

対
策
）
な
ど
支
援
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。
地
域

営
農
組
織
へ
の
農
業
機

械
・
施
設
整
備
取
得
を

支
援
し
、
経
営
基
盤
強

化
を
図
る
こ
と
。

５
．
新
規
需
要
米
（
飼
料
用
米
・
米
粉
等
）
の
生
産
・

販
売
・
消
費
拡
大
等
に
対
す
る
助
成
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

野
菜

１
．
販
売
価
格
の
低
迷
に
加
え
農
業
生
産
コ
ス
ト

が
高
止
ま
り
の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
証

基
準
額
の
引
き
上
げ
を
行
う
な
ど
、
野
菜
価
格

安
定
制
度
の
拡
充
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

２
．
選
果
場
が
老
朽
化
し
て
い
る
現
状
の
中
、
新

た
な
建
設
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
に
対
す

る
補
助
事
業
の
条
件
緩
和
を
図
る
こ
と
。

３
．補
助
対
象
と
な
っ
て
い
た
土
地
改
良
・
用
水
路
・

農
道
等
の
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

停
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
後
も
事
業

の
継
続
を
図
る
こ
と
。 

４
．
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
作
付
け
後
、
約
10
年
間
は

新
た
に
植
付
け
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
柑

橘
等
と
同
様
永
年
作
物
扱
い
と
し
、
支
援
対
策

を
図
る
こ
と
。 

５
．
新
規
就
農
者
の
減
少
と
高
齢
化
の
現
状
を
打

破
す
る
た
め
、
若
手
農
業
後
継
者
及
び
65
歳
以

上
の
現
役
農
業
者
個
人

に
対
し
、
金
銭
的
支
援

等
の
直
接
支
払
い
を
実

施
し
、
農
業
従
事
者
の

増
加
を
図
る
こ
と
。

６
．
国
産
農
畜
産
物
の
消

費
拡
大
に
よ
り
自
給
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、

国
・
県
レ
ベ
ル
に
お
け

る
食
育
運
動
を
強
力
に

展
開
す
る
こ
と
。

果
樹
・
特
産

１
．
温
暖
化
に
よ
る
影
響
で
、
果
実
な
ど
で
は
干

ば
つ
等
の
被
害
が
か
な
り
出
て
お
り
、
異
常
気

象
の
被
害
に
対
す
る
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

２
．
温
州
み
か
ん
の
改
植
事
業
で
、
未
収
益
期
間

の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
、
22
年
度
か
ら
の
実

施
を
要
望
す
る
。 

３
．
果
樹
共
済
制
度
の
見
直
し
を
図
り
、
掛
金
を

下
げ
る
た
め
の
補
填
な
ど
を
行
い
、
加
入
し
や

す
い
制
度
の
改
善
策
を
講
じ
る
こ
と
。

４
．
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
主
力
品
目
以

外
（
特
産
等
）
で
も
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
研
究
・

開
発
と
導
入
へ
の
支
援
を
図
る
こ
と
。

５
．
イ
草
の
刈
取
作
業
は
重
労
働
で
あ
り
、
イ
草

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
は
欠
か
せ
な
い
機
械
と
な
っ
て

い
る
。
イ
草
の
収
入
減
少
が
続
く
中
、
コ
ス
ト

削
減
を
図
る
た
め
に
も
、
機
械
の
購
入
助
成
を

講
じ
る
こ
と
。 

６
．
鳥
獣
害
防
止
対
策
の
充
実
強
化
を
要
望
す
る
。

連
坦
団
地
の
規
定
な
ど
、
地
域
の
実
態
に
あ
っ

た
助
成
対
策
を
図
る
こ
と
。

７
．
消
費
拡
大
策
と
し
て
、
国
産
国
消
の
推
進
と

支
援
を
図
る
こ
と
。
イ
草
で
は
、
空
き
教
室
に

畳
を
敷
く
運
動
や
公

営
住
宅
に
国
産
畳
の

使
用
を
義
務
化
す
る

こ
と
。

８
．
茶
需
要
拡
大
に
向

け
て
、
茶
の
利
用
な

ど
の
食
育
推
進
や
茶

の
効
能
の
認
知
度
を

高
め
る
運
動
な
ど
の

支
援
を
図
る
こ
と
。

畜
産
・
酪
農

１
．
配
合
飼
料
高
騰
時
の
自
給
飼
料
の
助
成
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

２
．
厳
し
い
需
給
状
況
に
あ
る
牛
乳
・
乳
製
品
の

消
費
拡
大
の
た
め
、
積
極
的
な
行
政
支
援
を
講

じ
る
こ
と
。
学
校
給
食
用
牛
乳
の
増
量
に
向
け

た
関
係
機
関
へ
の
指
導
・
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
。

３
．
優
良
和
牛
精
液
及
び
受
精
卵
の
国
外
流
失
の

規
制
強
化
を
図
る
こ
と
。 

４
．
優
良
肉
用
繁
殖
雌
牛
の
導
入
促
進
に
係
る
事

業
へ
の
助
成
措
置
を
継
続
・
強
化
す
る
こ
と
。

５
．
養
豚
経
営
安
定
対
策
事
業
の
拠
出
割
合
を
生

産
者
１
、
国
４
と
し
生
産
者
の
負
担
軽
減
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。 

６
．
肉
用
牛
肥
育
安
定
対
策
事
業
（
マ
ル
キ
ン
事

業
）
の
拠
出
割
合
を
生
産
者
１
、
国
４
と
し
生

産
者
の
負
担
軽
減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、

地
域
に
即
し
た
支
出
算
定
額
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
。

７
．
口
蹄
疫
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

に
対
す
る
防
疫
体
制
の
強
化
を
講
じ
る
こ
と
。

８
．
再
生
産
可
能
な
生
産
費
や
鶏
卵
相
場
を
十
分

把
握
し
、
補
て
ん
金
財
源
の
確
保
を
図
り
、
養

鶏
事
業
の
安
定
化
と
消

費
拡
大
事
業
の
充
実
・

拡
大
策
を
講
じ
る
こ
と
。

９
．
国
内
の
穀
物
、
野
菜
、

果
樹
な
ど
の
未
利
用
資

源
（
食
品
残
渣
等
）
を
、

畜
産
飼
料
と
し
て
有
効

活
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
支
援
対
策
の
強
化

を
図
る
こ
と
。
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地域美化活動
　ＪＡたまな天水総合支所は９月22 日、天水地区全域の清掃作業を行いました。農政連天水
支部の活動として毎年実施しているもので、今回で13 回目。天水地区関係の役職員や青壮年
部員の54 人が参加しました。
　始業前の午前６時から12 班に分かれ、平地部の幹線道路国道501 号線や、みかん山の中腹
を貫く絶景ポイントの農免道路、県外からの来場者も多い観光地の草枕温泉周辺などで、「地
元の環境は自ら守ろう」を合い言葉に、汗を流しました。

―地元の環境は自ら守る―

清掃活動を行う天水支部

玉名総支部活動報告
農政学習会

　玉名総支部は９月15 日、熊本日日新聞社玉名総局長の山口達也氏を講師に迎え、玉名市内
のホテルで農政学習会を開きました。新聞記者の視点でとらえた農業や農政に関する事例や、
ＪＡ・農政連として消費者を味方にするための情報発信の必要性、自らが休日農業を始めたか
らこそ分かる農業コスト、などの話に約120 人が熱心に耳を傾けました。
　また、「情報発信のために大いにマスコミを利用すべきだが、ありきたりのイベントでは記
事にはならない。儲ける話なら記事になる。」とのアドバイスも頂戴しました。

―農業と農政の今後のあり方―

農政学習会の様子

講演をする山口総局長
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天
草
市
有
明
町
で
柑
橘
栽
培
を
し
て
い
る
、Ｊ
Ａ

あ
ま
く
さ
果
樹
部
会
副
部
会
長
の
光
崎
さ
ん
（
53
歳
）

を
取
材
し
ま
し
た
。

　

光
崎
さ
ん
は
、明
星
大
学
理
工
学
部
で
4
年
間
化

学
の
勉
強
を
し
、昭
和
55
年
4
月
に
臨
床
検
査
を
す

る
会
社
（
東
京
）に
就
職
が
内
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、家
庭
の
事
情
で
急
遽
、郷
里
に
帰
る
こ
と

に
な
り
、地
元
の
エ
ビ
養
殖
会
社
に
10
年
間
勤
務
し

た
後
、就
農
し
ま
し
た
。

■
デ
コ
ポ
ン
15
ａ
で
１
、０
０
０
万
円
超
！

　

就
農
当
時
は
、甘
夏
を
主
体
に
約
２
・
５
ha
を
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
62
年
頃
か
ら
徐
々
に
デ
コ

ポ
ン
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、デ
コ
ポ
ン
が
加
温
ハ
ウ
ス
18
ａ
、屋
根

掛
け
5
ａ
、路
地
70
ａ
で
、そ
の
他
柑
橘
60
ａ
を
、奥

さ
ん
と
ご
両
親
の
家
族
4
人
で
栽
培
。ま
た
、自
家
消

費
用
に
水
田
50
ａ
と
、今
年
か
ら
甘
辛
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
10
ａ
植
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

ミ
カ
ン
山
か
ら
有
明
海
を
眺
め
、潮
が
良
い
時
に

は
仕
事
の
手
を
休
め
、自
家
用
船
を
繰
り
出
し
て
、釣

り
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
光
崎
さ
ん
。農
業
人
と

し
て
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て
、最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、「
加
温
デ
コ
ポ
ン
収
穫
の
2
年
目

に
、15
ａ
の
作
付
け
で
売
り
上
げ
が
１
、０
０
０
万
円

を
超
え
た
こ
と
で
す
。こ
の
時
初
め
て
、所
得
税
を
払

い
ま
し
た
。ハ
ハ
ハ
ハ
。」し
か
し
、樹
木
が
古
く
な
っ

て
次
第
に
収
穫
量
が
減
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、今
年

に
入
っ
て
6
連
棟
あ
る
加
温
ハ
ウ
ス
の
半
分
を
改

植
。来
年
以
降
の
収
量
増
に
期
待
を
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、良
い
思
い
出
と
し
て
「
10
年
前
に
2
年
間
、

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
青
壮
年
部
長
を
や
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
県
青
協
の
仲
間
と
は
今
で
も
交
流
が
あ
り
、

悩
み
事
を
打
ち
明
け
た
り
し
て
、家
族
ぐ
る
み
の
付

き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。」と
の
こ
と
。

■
高
齢
化
で
就
農
者
が
減
少

　

光
崎
さ
ん
が
現
在
、最
も
憂
い
て
い
る
こ
と
は
、

「
自
分
に
農
業
の
こ
と
を
色
々
と
教
え
て
く
れ
た
先

輩
た
ち
が
、年
を
と
っ
て
農
業
を
や
め
て
い
く
こ
と

で
す
。後
継
者
が
い
れ
ば
問
題
な
い
わ
け
で
す
が
、農

業
だ
け
で
は
生
活
が
で
き
な
い
か
ら
、ほ
と
ん
ど
後

継
ぎ
は
い
な
い
状
態
で
す
。」　

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
果
樹
部
会
員
は
約
７
０
０
名
、

そ
の
内
3
分
の
1
が
有
明
町
の
会
員
。過
去
に
は
、

「
こ
の
有
明
町
の
甘
夏
単
価
は
、全
国
で
最
高
値
を
記

録
し
た
こ
と
も
あ
る
し
、販
売
額
も
現
在
は
5
億
円

弱
で
す
が
、当
時
は
７
億
円
あ
り
ま
し
た
。時
代
の
流

れ
だ
と
は
い
え
、そ
れ
を
思
う
と
さ
び
し
い
限
り
で

す
。」で
も
、「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
精
一
杯
や
っ

て
、次
代
を
担
う
人
た
ち
に
引
き
継
ぎ
た
い
」と
、強

い
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

■
好
き
な
言
葉

　

努
力

「
あ
り
き
た
り
の
言
葉
で
す
が
、加
温
ハ
ウ
ス
を
始
め

だ
し
て
か
ら
、特
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉

で
す
。母
親
が
常
々
―
足
を
運
ん
だ
分
だ
け
良
い
物

が
で
き
る
―
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、作
物
は
裏
切

ら
な
い
し
、努
力
し
た
分
だ
け
報
い
て
く
れ
る
。」

■
お
姑
さ
ん
か
ら
お
嫁
さ
ん
へ

　

以
前
は
直
売
所
が
無
く
、
義
母
さ
ん
が

日
奈
久
駅
の
朝
市
に
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
ミ
キ
エ
さ
ん
が
担
当
と
な
っ
て
、

直
売
所「
ド
レ
ミ
館
」に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

■
朝
市
か
ら
直
売
所
へ

　

川
上
さ
ん
宅
で
は
、
米
１
５
５
ａ
、
晩

白
柚(

ハ
ウ
ス)

８
ａ
、
デ
コ
ポ
ン
他
20

ａ
、
ナ
ス
、
さ
と
い
も
他
15
ａ
、
菊(

路
地
）

10
ａ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
川
上
さ
ん
は
、

菊
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
に
つ
い
て
は
「
義
母
さ
ん
が
日

奈
久
駅
で
の
朝
市
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

見
て
、
私
も
や
っ
て
み
よ
う
と
始
め
ま
し

た
。」
と
の
こ
と
。
最
初
は
、
温
州
み
か
ん

の
二
級
品
を
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
と
思

い
、「
ド
レ
ミ
館
」
へ
出
荷
し
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
菊
、
さ
と
い
も
、

ナ
ス
、
き
ゅ
う
り
、
大
根
、
か
ん
き
つ
類
を
、

大
体
年
間
通
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
以
外
に
も
、
ジ
ャ
ス
コ
、
マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
ー
の
直
売
所
コ
ー
ナ
ー
、
Ｊ

Ａ
日
奈
久
支
所
前
で
販
売
。
支
所
前
は
週

２
回
開
催
。
レ
ジ
は
参
加
者
を
７
班
に
分

け
て
、
持
ち
回
り
制
に
し
て
い
ま
す
。

■
出
荷
す
る
ま
で

　

い
も
は
軽
く
泥
を
落
と
し
、
袋
詰
め
し

ま
す
。
菊
は
日
中
に
手
入
れ
、
夕
方
に
収

穫
、
包
装
等
は
夜
に
行
い
ま
す
。「
家
事
等

他
の
作
業
も
あ
る
の
で
大
変
で
す
。
品
物

が
足
り
な
い
と
き
に
は
、
急
い
で
収
穫
し

て
持
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。」

■
お
客
さ
ん
と
私
と

　

直
売
所
と
他
の
お
店
と
違
う
こ
と
は
、

お
客
さ
ん
が
生
産
者
の
名
前
を
見
て
買
っ

て
行
く
こ
と
で
す
、
と
川
上
さ
ん
は
言
い

ま
す
。「
直
売
所
に
出
荷
し
て
よ
か
っ
た
こ

と
は
、
お
客
さ
ん
と
会
話
が
で
き
る
こ
と
。

会
話
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
来
る
、
と
い
う

お
客
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、

苦
情
も
要
望
も
直
接
言
っ
て
も
ら
え
ま

す
。」
し
か
し
、
多
め
に
出
荷
す
る
と
売
れ

行
き
が
鈍
か
っ
た
り
、
売
れ
残
り
が
で
た

り
、
ま
た
毎
日
出
荷
し
て
い
る
と
、
農
作

物
の
世
話
が
思
う
様
に
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
抱
負

　
「
売
り
上
げ
は
少
し
ず
つ
の
び
て
い
ま

す
が
、
今
の
ま
ま
で
は
限
界
が
来
る
と
思

い
ま
す
。
作
物
は
何
で
も
よ
く
作
る
こ
と

が
大
切
で
す
が
、
菊
の
需
要
は
ま
だ
あ
る

と
思
う
の
で
、
単
価
を
上
げ
る
た
め
に
、

品
質
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ガンバッテいます

生産者　川上ミキエさん

光崎　修一さん

ＪＡやつしろ　農産物直売所「ドレミ館」

ＪＡあまくさ　果樹部会副部会長
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10
月
30
日
（
土
）
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度 

Ｊ
Ａ
共
済
全

国
小
・
中
学
生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
熊
本
県
大
会
の
表
彰
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
県
内
小
・
中
学
生
の
児

童
・
生
徒
の
作
品
２
５
、５
７
８
点
（
書
道
：

２
３
、３
４
７
点
、ポ
ス
タ
ー
：
２
、２
３
１
点
）

の
中
か
ら
、
各
部
門
各
学
年
の
最
優
秀
賞
に

あ
た
る
金
賞
・
特
別
賞
を
受
賞
し
た
26
名
（
内

１
名
は
２
部
門
受
賞
）
の
小
・
中
学
生
が
招

待
さ
れ
、
そ
の
栄
誉
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
熊
本
の
古
閑
本

部
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
来
賓
を
代
表
し

て
熊
本
県
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
大
会
の
審
査
を
務
め
ら
れ
た
審
査

員
を
代
表
し
て
、
森
山
先
生
（
書
道
）、
宮

﨑
先
生
（
ポ
ス
タ
ー
）
か
ら
各
部
門
の
講
評

が
な
さ
れ
、
表
彰
で
は
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
表
彰
状
・
楯
・
記
念
品
が
各
後
援
団
体

の
来
賓
各
位
か
ら
手
渡
さ
れ
、
受
賞
者
は
緊

張
の
面
持
ち
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
27
点
の
作
品
は
、
11
月

下
旬
に
Ｊ
Ａ
共
済
連
全
国
本
部
で
開
催
さ
れ

る
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
大
会
の
受
賞
作
品
が
、
全
国
コ
ン

平
成
22
年
度

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
熊
本
県
大
会　

表
彰
式
開
催

　

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
と
経
済
連
茶
入
札
指
定
業

者
会
は
９
月
29
日
、
熊
本
県
初
の
統
一
ブ
ラ
ン

ド
茶
、
く
ま
も
と
格
付
認
証
茶
☆
☆
☆
「
湧
雅

の
こ
こ
ち
」
の
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

特
産
の
蒸
製
玉
緑
茶
の
一
番
茶
で
、
茶
園
か

ら
生
産
、
成
分
、
販
売
ま
で
基
準
を
設
け
て
厳

選
。
す
べ
て
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
だ
け

が
、
く
ま
も
と
格
付
認
証
茶
☆
☆
☆
「
湧
雅
の

こ
こ
ち
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
商
品
化
さ
れ
ま

す
。

　

熊
本
県
は
、玉
緑
茶
の
全
国
屈
指
の
生
産
県
。

葉
を
細
長
く
、
ま
っ
す
ぐ
に
整
え
る
精
揉
工
程

を
行
わ
ず
、
葉
の
力
と
重
さ
を
利
用
し
て
、
回

転
す
る
ド
ラ
ム
の
中
で
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
丸

い
「
ぐ
り
っ
」
と
し
た
勾
玉
の
よ
う
な
形
に
仕

上
が
り
、
別
名
「
ぐ
り
茶
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
無
理
に
形
状
づ
く
り
を
し
な
い
た
め
、

新
鮮
で
爽
快
な
香
り
と
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
が

特
長
で
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
販
売
を
始
め
、
新
し
い
県
産

茶
の
顔
と
し
て
売
り
込
み
、
産
地
全
体
の
底
上

げ
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
連
の
上
村
幸
男
会
長
は
「
熊
本
の
お
茶

を
飲
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
一
点
に
思
い
を
込
め

た
お
茶
。
県
が
一
体
に
な
っ
た
歴
史
的
な
一
歩

に
な
る
。」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

く
ま
も
と
格
付
認
証
茶
☆
☆
☆

「
湧
雅
の
こ
こ
ち
」
発
表
会

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…

▲発表会で挨拶をする経済連上村幸男会長

▲試飲会の様子

▲特別賞・金賞を受賞した小・中学生 ▲熊本県賞の表彰（条幅：内富　莉乃　様）

ク
ー
ル
に
お
い
て
入
賞
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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全
長
は
27
㎝
前
後
で
、
全
体
的
に
灰
色
の
羽
毛

に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
頬
に
は
褐
色
の
部
分
が

あ
り
よ
く
目
立
つ
。
日
本
国
内
で
は
、
里
山
や

公
園
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
身
近
な
野
鳥
で
あ

る
が
、
他
の
地
域
で
の
生
息
数
は
少
な
い
。
主

に
果
実
を
食
べ
た
り
、
ツ
バ
キ
や
サ
ク
ラ
の
花

蜜
を
吸
っ
た
り
す
る
が
、
春
か
ら
夏
に
掛
け
て

の
繁
殖
期
に
は
果
実
等
に
加
え
昆
虫
類
も
捕
食

す
る
。
ヒ
ヨ
ド
リ
と
い
う
和
名
は
、
鳴
き
声
が

「
ピ
ィ
ー
ヨ
、
ピ
ィ
ー
ヨ
」
と
聞
こ
え
る
こ
と
に

由
来
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ヒ
ヨ
ド
リ
の
こ
ぼ
し
去
り
ぬ
る
実
の
あ
か
き
（
蕪
村
）

●
盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話
題
、

写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ
Ａ
本
・

支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

●
ひ
よ
ど
り
（
鵯
）

　

ス
ズ
メ
目
ヒ
ヨ
ド
リ
科
の
鳥

あ
と
が
き

10481050205

詳しくは、お近くの JA（農協）へ
お問い合わせください。
■ホームページアドレス
　http://www.ja-kyosai.or.jp

サンキューふれあいキャンペーン実施中！　http://www.3qja.jp

食と環境保全の
ラジオCM放送中！

　「熊本みどり・食・環境基金」は、熊本の
食と環境を守る目的で、下記により 1 日に
3 回のラジオ CM を放送しています。

・放送局：RKK ラジオ
・放送期間：平成 22 年 10 月 18 日

　～平成 23 年 2 月中旬
・放送時間：（１回目）午前 7 時 40 分
　　　　　  （２回目）午前 10 時 45 分　
　　　　　  （３回目）午後 6 時
※ 11/7 ～ 30 の間は TPP 反対の放送をします。

ＪＡグループ熊本

毎月18日は、「弁当の日」

基本的ルール…

役職員自らが
①県産品・国産の素材を購入します
②自分で作って持参します

「みんなのよい食プロジェクト」の一環として、食への
理解促進と自給率向上、米の消費拡大等を役職員全員
で取り組みましょう。 JA熊本中央会
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